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第１３２回 長崎大学ＦＤ実施報告書（平成２８年２月１７日提出） 

１． 題 目：第 2 回 長崎大学 ICT セミナー『ICT 利活用教育における著作権』 

２．日 時： 平成２８年 ２月 ５日（金）１３：００～１５：００ 

３．場 所： 附属図書館中央図書館２Ｆメディアルーム 

４．主 催： ＩＣＴ基盤センター 

 附属図書館 

５．対 象： 教職員 

６．長崎大学ＦＤに関する指針第二項への該当について【複数選択可】 

（該当するものに○を記入すること） 

[  ○ ] (1) 教員の教育活動に関するもの

[ ] (2) カリキュラムの改善に関するもの

[ ] (3) 教育の組織的改善に関するもの 

[ ] (4) 入学者選抜方法の改善に関するもの 

[    ] (5) その他教育改善及び入学者選抜方法の改善に関するもの 

７．今回のＦＤの趣旨・意義（６．に関連した形で記述すること） 

教育現場における ICT 利活教育が広がるにつれ、教育を目的とした利用であっても従来

通りに著作物を利用できないケースが発生してきている。本学でも LACS が普及する中、

意図せずに著作権法に違反しないためにも著作権に対する正しい理解が必要となってきて

いる。本セミナーでは、ICT 利活用教育における著作権に詳しい外部講師による、ICT 利

活用教育における著作権の基礎知識や注意すべき点についての講演を行う。 

８．プログラム構成 [題目・担当講師]（当日使用した資料等を添付すること） 

題目 第 2 回 長崎大学 ICT セミナー『ICT 利活用教育における著作権』 

講師 日経 BP 社 中野 淳 氏 

教育と ICT Online 編集長 

コンピュータ・ネットワーク局教育事業部 プロデューサー

日経 BP イノベーション ICT 研究所 上席研究員

※ 著作権を考慮し，電子ファイルでの資料なし。
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９．参加者： ４７ 名（受講証明書発行対象者：４６名） 

 

（内訳） 

所   属 人  数 

広報戦略本部 １ 

国際教育リエゾン機構 ２ 

教育学部 ３ 

経済学部 ３ 

医学部保健学科 ３ 

歯学部 １ 

薬学部 １ 

工学部 ２ 

環境科学部 １ 

水産学部 １ 

工学研究科 ４ 

医歯薬学総合研究科 ４ 

病院 ２ 

学術情報部 １５ 

ICT 基盤センター １ 

大学教育イノベーションセンター ２ 

学外 １ 

計 ４７ 

※ 別紙に参加者名簿添付。 

 

１０．実施したＦＤの成果等 

1. 参加者からの評価（アンケートの集計結果を記述する）
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全体として満足している

全体として有益であった

運営はスムーズであった

時間配分は適切であった

会場の設備，雰囲気は適切であった

第2回長崎大学ICTセミナー

『ICT利活用教育における著作権』

あてはまる ややあてはまる どちらともいえない

ややあてはまらない あてはまらない
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 主な意見 

  著作権の基礎，考え方等，学ぶことができ有意義であった。 

  e-learning については難しい。 

グレーな部分が多いので，難しい面もあると思った。 

  机のパソコンが邪魔で部屋が寒かった。 

マイクは複数用意したほうがよい。 

FD の登録確認のメールなどで，リマインダーがある方がよい。 

  個人情報保護について（具体的対応・予防法など）の FD 開催を希望する。 

 

2. 総 括（１０（１）を踏まえＦＤ全体の総括を記述する） 

 アンケート結果によると，大変有益であったという回答が多かった。 

情報通信技術が進んでいる現在，著作権に対する関心が高く，とても有意義な FD を開

催することができた。 

  

１１．実施代表者の連絡先 

部 局：ＩＣＴ基盤センター 

職 名：センター長          氏 名：村田 嘉弘 

e-mail：ymurata@nagasaki-u.ac.jp    内 線：（経）３４３ 

 

１２．申請者の連絡先 

部 局：ＩＣＴ基盤センター 

職 名：准教授            氏 名：古賀 掲維 

e-mail：amnesia@nagasaki-u.ac.jp    内 線：２０９７ 


